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　日本看護協会の認定看護師認定審査に合格し、ある特定の看護分野において、熟練した看護技
術と知識を持つことを認められた看護のエキスパートです。
　保健師、助産師及び看護師のいずれかの免許取得後、実務経験5年以上（うち3年以上は認定
看護分野の経験）の条件を満たし、認定看護師教育機関で専門教育と研修を受けた後、認定審査
に合格することで初めて認定されます。

　新しく、「認知症看護認定看護師」「糖尿病看護認定看護師」「皮膚・排泄ケア認定看護師」の３名
が増え、当院には、現在 9名の認定看護師が在籍しております。
　今号では、新たに加わった３名をご紹介いたします。

認知症看護認定看護師（岩崎）
　認知症の方との関わり方に悩むご家族や医療スタッフに対しアドバイスを行い、認知症の方と介護
者・ご家族が安心して暮らすことができるように支援しています。

糖尿病看護認定看護師（見上）
　糖尿病患者さんの治療や療養生活について多職種と協働して支援します。また、患者さん一人一人
がその人らしい療養生活を送ることが出来るように患者さんご家族と一緒に考え支援しています。

皮膚・排泄ケア認定看護師（阿部）
　創傷・ストーマ（人工肛門・人工膀胱）・失禁の３つの領域のケアを専門としています。患者さん一人
一人のライフスタイルに合わせてケアの方法を考え、その人らしい生活ができるように支援しています。

～当院の認定看護師が３名増えました～

　当院のリハビリテーション科が本格稼働してから間もなく 30 年が経過します。かつてのあんま鍼灸マッ
サージ師による物理療法が主体の流れから、「リハビリテーション」という考え方を理解していただくことに
も苦心しましたが、その後の理学療法士の増員、言語聴覚士や作業療法士の雇用など、今の言葉で言うフルス
ペックとなるまでには、科のスタートから 15年もの歳月を要しました。

　リハビリテーションは、病期で言えば発症直後あるいは手術直後の急性期から開始し、機能的な回復を図り、自
宅退院へと導く回復期、ご自宅に帰った後も生活に適応できるよう、あるいは退院には至らず療養の継続が必要
であるものの状態が安定しており機能維持を図るための生活期といった、
いずれの時期においても隔たり無く提供されるよう求められています。

　高齢化が進む中、整形外科疾患であっても内科疾患を抱えている患
者さんや、脳や内臓の疾患で入院したものの、もともと変形性関節症
を患っている患者さんなど、複数の疾患を抱えている方が多くいらっ
しゃいます。このような患者さんに対し、当科のスタッフ教育におい
ては、一つの疾患に秀でる人材（スペシャリスト）より、どんな病気
や怪我にも病期を問わずに対応できる人材（ゼネラリスト）育成を進
めて参りました。

　急性期病棟、地域包括ケア病棟、療養病棟のいずれに対しても医師
の指示により理学療法・作業療法・言語聴覚療法を提供するとともに、
必要に応じて外来患者さんへの対応も実施しております。また、医療
保険・介護保険下での訪問リハビリテーション（併設訪問看護ステー
ションから）の提供や、地域包括支援センター主催の介護予防等地域
リハビリテーション支援活動へのスタッフ派遣等、特に旧庵原郡 3 町
（富士川、蒲原、由比）エリアや富士市西部地域での地域リハビリテー
ションの中核的役割を担っていると自負しております。

新しいCT装置を導入しました！
　令和３年12月にCT装置を更新しました。
　CT装置は、患者さんの体を通り抜けてきたX線を検出器で受け取り、受け取ったX線の強弱を元に体の内部
の画像を作成する装置です。大きな強化ポイントを挙げると以下のようになります。

検出器の数が大幅に増えました
　従来の装置では検出器の数が64列であったところ、新しい装置では5倍の320列に増えました。これにより、一度に
撮影できる範囲が広くなり、息止めや検査時間の短縮が可能となりました。
　また、広い範囲を短時間で撮影できるようになったことで、心臓のような動きのある部位でも、より患者さんへの負担
が少なく、より精密な検査が行えるようになりました。

AI(人工知能)の技術が採用されています
　受け取ったX線の強弱を元に画像を作成する部分に、最近多くの分野で活用が進むAI(人工知能)の一種であるディ
ープラーニングの技術が用いられています。これにより、少ないX線の量でも画像を作成できるようになり、患者さんの
被ばくを従来のものよりも少なく抑えることができるようになりました。
　また、作成される画像もより高画質になり、診断に貢献します。

開口部を広く、寝台の可動域もより柔軟になりました
　CT本体をコンパクトにし、中央の患者さんが入る輪が広く設計されています。これにより、患者さんへの圧迫感が低
減されています。
　また、寝台の幅や、寝台を下げた時の高さも、患者さん目線の安心設計になっています。

これからも安全で患者さんに優しく質の高い検査を行ってまいります

AquilionOne（キャノンメディカルシステムズ（株）社製）

マイナンバーカードの健康保険証利用に対応しております
　当院では、令和 3年 10月からマイナンバーカードを健康保険証として利用できるようになりました。
マイナンバーカードの ICチップにある電子証明書により医療保険の資格をオンラインで確認します。

メリット
•就職・転職・引っ越し等で保険者の変更があっても、新たな健康保険証の発行を待たずに受診が可能
　となります。
•入院診療費等で、高額療養費制度を利用するための限度額適用認定証等の持参が不要となります。

注意点
•利用には事前登録が必要です。マイナポータルや受付窓口等で利
　用申込が出来ます。
•自治体独自の医療費助成（こども医療費、特定医療費（指定難病）等）
　については受給者証の提示が必要になります。
•マイナンバーカードの利用時に顔認証を行うため、ご本人が持参
　した時のみ対応可能です。


